
 

 

かていがくしゅうのてびき（１・２年） 
 

 

１ じゅんび 

   ○ てれびや げえむなどの すいっちを きります。 

   ○ つくえの うえを せいりせいとん して、 

がくしゅうに つかうものだけを だします。 

○  きょうの がくしゅうの めあてを きめます。 

 

２ がくしゅうの しかた 

○  じかんを きめて、まいにち つづけます。 

○  しゅくだいが おわったら、じぶんで かんがえた がくしゅうを 

します  

○  いえの ひとと やくそくした じかんは がんばります。 

１０～２０ぷん がんばりましょう。 

 

 

３ がくしゅうの ないよう 

〇 せんせいが だした しゅくだいは かならず おわらせます。 

 

○ じぶんで かんがえた がくしゅうも やりましょう。 

＜たとえば＞ 

     ・いろいろな ほんを よむ。 

     ・きょうかしょの ぶんを うつす。 

     ・じゅぎょうで べんきょうした もんだいを もういちど とく。 

     ・いえで やっている もんだいしゅうを する。 

 

４ がくしゅうが おわったら 

○  おうちの ひとに みせます。 

（どりる や ぷりんとの まるつけを して もらいましょう。） 

○  あしたの がっこうの じゅんびを しましょう。 

○  わすれものを しないように たしかめましょう。 

 

  

 

 

 


